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岐阜県 GIS橋梁維持管理システム(GIF/BGIF/BGIF/BGIF/B)  
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１１１１．．．． 研究課題名研究課題名研究課題名研究課題名    

岐阜県の主要コンクリート構造物の健全度調査 

 

２２２２．．．． 研究研究研究研究のののの意義意義意義意義・・・・目的目的目的目的    

       岐阜県内の橋梁などの社会基盤施設が急速に老朽化しつつある。県民の安全・安心・快適な生

活環境を持続的に維持していくためには、社会基盤施設を効率的に維持管理していくための手

法・仕組みが是非とも必要である。しかしながら、岐阜県は橋梁などの社会基盤に関するデータ

ーベースの整備が不十分であり、またデータ－ベースを維持管理に活用するためのシステムを持

たないのが現状である。このため、維持管理が適切に行われず劣化が急速に進行しつつある構造

物も少なくないと推察される。このままで推移すれば近い将来、県民の安全・安心・快適な生活

環境がおびやかされる事態を招く恐れがあり、早急に十分な維持管理体制を構築する必要がある。

その際、岐阜県の地理的、地域的な特徴、および県内の交通特性などに加えて、岐阜県の財政お

よび管理体制を考慮した岐阜県独自のものを構築することが肝要である。        

本研究は、岐阜県の社会基盤基盤、特にコンクリート橋梁に対する岐阜県独自の維持管理シス

テムを開発すること目的として、 

① 岐阜県下コンクリート橋梁の劣化の現状と特徴の分析 

② 岐阜県橋梁点検マニュアルの策定 

③ 橋梁健全度評価法および対策優先順位決定法の策定 

④ 橋梁の劣化機構と原因の推定手法(コンピュータプログラム)の開発 

⑤ 橋梁の中性化および塩害による劣化・寿命予測(コンピュータプログラム)の開発 

⑥ GISによる維持管理システムの開発 

などについて調査、研究を実施した。 

 

３３３３．．．． 研究期間研究期間研究期間研究期間    

  研究の期間は、平成 13年４月から平成 16年３月までの３ヵ年である。 

 

４４４４．．．． 研究組織構成研究組織構成研究組織構成研究組織構成メンバーメンバーメンバーメンバー((((平成平成平成平成 13131313 年度年度年度年度～～～～平成平成平成平成 15151515 年度年度年度年度))))    

        研究の期間において、本研究に参画したメンバーは次の通りである。    

      森本博昭 （研究代表者：岐阜大学工学部） 

      内田裕市（ 岐阜大学工学部） 

      小澤満津雄（岐阜大学工学部） 

      大西秀和 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      舟橋 勝 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      斉藤哲朗 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      金森 悟 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      野津憲雄 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      伊藤修宏 （(財)岐阜県建設研究センタ－） 

      野原克浩 （岐阜県基盤整備部） 

青木隆裕 （岐阜県基盤整備部） 

辻 篤志 （岐阜県基盤整備部） 

所 充士（ 岐阜県基盤整備部） 



加藤一郎 （岐阜県基盤整備部） 

加藤波男 （大日コンサルタント株式会社） 

細江育男 （大日コンサルタント株式会社） 

石黒靖規 （大日コンサルタント株式会社） 

野々村敏博（大日コンサルタント株式会社） 

矢島賢治 （大日コンサルタント株式会社） 

 

５５５５．．．．    研究成果研究成果研究成果研究成果    

  3ヵ年の研究で得られた成果は、次の通りである。 

5.15.15.15.1 岐阜県下岐阜県下岐阜県下岐阜県下コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート橋梁橋梁橋梁橋梁のののの劣化劣化劣化劣化のののの現状現状現状現状とととと特徴特徴特徴特徴のののの分析分析分析分析    

 岐阜県で管理している橋長 15ｍ以上の橋は、約 1500 橋ある。図－１は、これらの架設時期を

示したものである。図から、岐阜県の橋梁架設は、わが国の高度経済成長が始まった 1950 年代

から急増し、その後 1990年代中頃まで高い水準を維持してきた。橋梁の耐用年数を 50年と考え

れば、今後急速に耐用年数を迎える橋梁の数が増大することになる。 
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図－１ 岐阜県橋梁の架設状況の推移 

図－２ 供用 50年の橋梁で対策が必要とされた橋梁の割合 



図－2は、岐阜県内の供用年数 50年を経た橋梁で、本委員会で劣化対策が必要と判定した橋梁

の割合である。図から、RC 橋では半数以上、59％もの橋梁が対策が必要と判定されており、橋

梁劣化進行の実態を確認することができる。岐阜県は、山岳部が多く冬季には厳しい自然環境に

さらされる地域が多く存在する。表－１は、岐阜県各地域において対策が必要と判定された供用

年数 50年の橋梁の割合である。岐阜県全体では 31％であるのに対し、飛騨地方では 51％と高い

割合を示しており劣化進行に地域特性が大きく影響することが推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－１～４は、岐阜県下の橋梁の損傷事例である。写真－1 は、アルカリ骨材反応(以下、ア

ル骨と略記する)による橋脚の損傷事例である。アルカリ骨材反応による損傷は、岐阜県北東部中

心に数多く発生しており、計画的に調査、対策を検討しなければならない段階に達している。写

真－２，3 はいずれも塩害による主桁および床版鉄筋の腐食事例である。いずれの事例も、融雪

材および橋面の防水、排水工の不全が直接あるいは促進要因となっていると考えられる。鋼材の

腐食は、部材の安全性低下に直結するので早急な調査、対策が必要である。写真－４は、凍結融

解による橋脚の損傷事例である。凍結融解による損傷は、岐阜県北部飛騨地方を中心に、数多く

発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域地域地域地域    西濃西濃西濃西濃    岐阜岐阜岐阜岐阜    中農中農中農中農    東濃東濃東濃東濃    飛騨飛騨飛騨飛騨    全体平均全体平均全体平均全体平均    

劣化橋梁劣化橋梁劣化橋梁劣化橋梁

のののの割合割合割合割合

(%)(%)(%)(%)    

26262626    25252525    32323232    24242424    51515151    32323232    

表－1 地域と劣化橋梁割合 

写真－1 アルカリ骨材反応による損傷 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 塩害による鉄筋腐食 

写真－４ 凍結融解による損傷 

写真－３ 塩害による鉄筋腐食 



 写真５，６は、橋脚の竪壁とフーチングの塩害とアル骨の複合劣化の事例で、凍結融解の影響

も加わっていると推察される。写真のように、排水装置の不全により冬季には融雪材が含まれる

橋面排水が直接竪壁とフーチングに流れ出し、これが主原因となって鉄筋腐食、コンクリート剥

落が発生している。また、竪壁にはアル骨特有の亀甲状のひび割れが生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－６ 複合劣化の事例(フーチング) 

写真－５ 複合劣化の事例(竪壁) 



以上の事例のように、岐阜県におけるコンクリート橋梁損傷の特徴的機構は、床版の疲労損傷

なども散見されるが、主たるものは塩害、アル骨、凍結融解が中心である。さらに注目するべき

は、図－４に示すように、多くの損傷事例で自然環境、材料、橋面の防水、排水工の不全および

使用条件などが複合して直接原因および促進要因となり、これにより複数の劣化機構が同時並行

(複合)して発生している点である。そして、損傷の程度が厳しい段階に移行しつつあるものが少な

くないのが現状である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.25.25.25.2 岐阜県橋梁点検岐阜県橋梁点検岐阜県橋梁点検岐阜県橋梁点検マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルのののの策定策定策定策定    

 岐阜県においては、耐久寿命を迎えるコンクリート橋梁が今後急速に増大する。これに備えて、

緊急度の高い橋梁から順次、補修、補強を実施していかなければならない。このためには、早急

に橋梁の維持管理システムを構築する必要がある。維持管理システム構築するためには、まず第

1に、現存の橋梁に対して点検を実施して維持管理データーベースを整備することが重要である。 

橋梁点検を効率よく実施するとともに、得られた点検資料を県内各地域、各職域で共有、活用

するためには、岐阜県独自の統一的な橋梁点検マニュアル、特に点検シートの策定が重要である。 

点検シートは、岐阜県の予算規模、人員規模などを考えると、可能な限りの少人数、低予算で

所定の精度を持つ有用な点検結果が得られるものでなければならない。 

本委員会で策定した点検シートは、橋梁の諸元調査、グレート調査(落橋防止工、耐震補強、床

版補強などの履歴)、上部工上面調査(舗装、排水装置、伸縮装置、高欄、照明など)、上部工下面(主

桁、床版)調査、下部工調査に分かれている。橋梁の耐久性寿命、健全度は、主として上部工下面

と下部工調査結果から判定される。上部工上面の調査結果は、主として交通安全判定に用いられ

る。図－５～７に判定シートの例を示す。 

 

厳厳厳厳しいしいしいしい自然環境自然環境自然環境自然環境にありにありにありにあり劣化劣化劣化劣化・・・・損傷損傷損傷損傷がががが厳厳厳厳しいしいしいしい段階段階段階段階にににに移行移行移行移行しつつあるしつつあるしつつあるしつつある。。。。 

凍結融解凍結融解凍結融解凍結融解 アルカリアルカリアルカリアルカリ骨材反応骨材反応骨材反応骨材反応 塩害塩害塩害塩害 疲労疲労疲労疲労 

 

自然環境自然環境自然環境自然環境     

施工施工施工施工(コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート工工工工・・・・    排排排排

水工水工水工水工などなどなどなど)     材料材料材料材料 

使使使使用条件用条件用条件用条件(荷重増大荷重増大荷重増大荷重増大・・・・        

融雪材融雪材融雪材融雪材などなどなどなど)                 

劣化複合劣化複合劣化複合劣化複合 

原因複合原因複合原因複合原因複合 

図－４ 岐阜県のコンクリート橋梁の劣化機構 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 舗装にひびわれ、剥離、わだち掘れがある。 ⑦ 下部工に橋面からの漏水、ひびわれ、ＡＳＲによる劣化がある。

② 伸縮装置にゴムの亀裂がある。 ⑧ 支承に腐食、モルタル欠損、土砂詰りがある。

③ 高欄に剥離・鉄筋露出、欠損がある。

④ 主桁にひびわれ、遊離石灰、鉄筋露出、豆板、鋼材露出がある。

⑤ 間詰に遊離石灰が見られる。

⑥ 排水管周囲に遊離石灰、漏水、剥離及び排水管の欠損がある。

① 橋面防水工

② 舗装打ち替え工

③ 伸縮装置取替え工（下部工への漏水防止）

④ 排水管の取り付け（管の継ぎ足し）

⑤ コンクリート断面修復工（ＲＣ高欄の補修）

⑥

⑦

⑧

⑨

合　　計 16,863

㎡ 5 147,500 738

箇所 6 37,500 225

2,700

ｍ 20 390,000 7,800

㎡ 540 10,000 5,400

㎡ 540 5,000

側　面　図

定期点検において、床版や主構造に疲労による損傷があったか NO 河川改修計画があるため、将来的には架け替えの可能性がある NO

特定部位（ゲルバー・切欠き等）があるか NO ＢＰ計画により不要となる NO

補修・補強による延命処置が適さない特別な理由があるか NO 架け替えが決まっている NO

橋　梁　選　定　要　素

橋台・橋脚は石造りまたはレンガ作りか NO 既設橋の耐荷力照査Ⅰのα/Ｓα・Ｋはいくつか 0.85

損　傷　概　要　

対策工（案）・概算工事費

対策工　 単位 数量 単価（円） 概算工事費（千円）

不明

点検会社住所 岐阜県岐阜市藪田南３－１－２１ TEL ０５８－２７１－２５０９

点検会社名 大日コンサルタント㈱ 点 検 者 細江　育男

不明

不明

架橋状況 河川（松島川） 平成１５年　１月

下部工形式 重力式橋台、小判柱式橋脚 下部工

点検年月

上部工形式 ＰＣ単純Ｔ桁橋 施工
会社名

上部工

径間数 ３（単純×３） 適用示方書

幅　員 ６．５（１０．０）ｍ 竣工年月 昭和４７年　３月

橋　梁　諸　元

橋　長 ８３．０ｍ 所在地 岐阜県恵那郡福岡町福岡
メンテナンス

必要度
　安全対策

優先3 ○

 

 

 

橋上面 

位置図 

橋側面 

図‐５ 諸元調査シート 

図‐６ グレード調査シート 



 

 

 

 点検者は望遠鏡目視により各点検項目に対して a(健全)～e(危険)の判定を行うとともに、劣化マ

ップを作成する。この際、点検の効率化と判定精度を確保するための点検マニュアル、判定マニ

ュアルが作成されている。図－７から、点検シートは、点検結果と構造物マップとが対応できる

形式となっており、構造物の状態を的確に把握することが出来る。岐阜県マニュアルは、国土交

通省マニュアルと比較して、かなりの低予算(経費 1/5程度)でほぼ同様の点検結果が得られること

を検証調査を実施して確認している。以上のように、本委員会で策定した点検マニュアル・シー

トは、効率性、有効性、および経済性に優れており、岐阜県独自の点検マニュアル・シートとし

てふさわしい価値を有するものであると考える。 

 

5.35.35.35.3    橋梁健全度評価法橋梁健全度評価法橋梁健全度評価法橋梁健全度評価法およびおよびおよびおよび対策優先順位決定法対策優先順位決定法対策優先順位決定法対策優先順位決定法のののの策定策定策定策定 

 効率的な維持管理、および補修・補強を計画するためには、まず点検結果(点検シート)をもとに、

橋梁各部の健全度を評価する必要がある。さらに、限られた予算規模の下で、補修、補強を計画

的に実施していくためには、対策の優先順位を決定する必要がある。本委員会では、図－８に示

すような健全度の評価手法および対策優先順位決定法を提案した。図－８を参照して、まず点検

シートに記された各点検項目に対する劣化レベル a～eに、それぞれ 0～100の点数を与える。点

数の平均値(劣化点数)を算出しこの値をもとに、橋梁各部についての健全度指標 A(健全)～E(危険)

を評価する。健全度の表記法は、この健全度指標に最大の劣化レベルを併記(例えば、Ｄ－ｄよう

に)して対策優先順位決定に考慮するようにした。対策優先順位は、図－８中に示したように、健

全度を表す２つの指標の組合わせにより決定することにした。健全度評価法は、岐阜県の実務担

当者の意見が考慮されており、実務者の経験・感覚が反映されている。この意味で、本手法の実

図‐７ 上部工(下面)点検シート 



用性は高いと考える。本委員会で提案した健全度評価法、および対策優先度判定法は、他には見

られない岐阜県独自のユニークな手法で、しかも実務分野で活用できることから、この研究成果

の意義は大きいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

5.45.45.45.4    橋梁橋梁橋梁橋梁のののの劣化機構劣化機構劣化機構劣化機構とととと原因原因原因原因のののの推定手法推定手法推定手法推定手法((((コンピュータプログラムコンピュータプログラムコンピュータプログラムコンピュータプログラム))))のののの開発開発開発開発    

 損傷劣化橋梁の補修計画、詳細点検計画、あるいは維持管理計画を検討する場合、その橋梁が

がどのような機構で劣化しているのか、そしてその原因は何なのかを知ることは、計画を立案す

る上で有用な情報となる。本委員会では、橋梁点検結果(点検シート)から当該橋梁に発生する劣化

機構のリスク(確度)を算出する方法、および施工年代に関連する要因と使用環境に関連する要因に

よる劣化機構発生の潜在的なリスクを算定する手法を開発した。またこれと同時に、コンピュー

タープログラムの開発も行なった。このプログラムを使用することにより、損傷劣化橋梁に生じ

ている劣化機構(劣化の仕組み)と直接原因、および潜在的要因を推定することができ種々の計画、

検討を行なう上で極めて有用な情報を得ることができる。図－９は、施工年代に関わる要因から

の劣化機構発生リスクの算定画面である。図に示すように、該当する要因項目に可能な範囲のデ

ータを入力することにより各劣化機構の発生リスクを知ることができる。図－１０は、使用環境

Ｄ ｄｄｄｄ
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図－８ 健全度評価法と対策優先順位決定法 



から算出した劣化機構発生リスクの算定画面、図－１１は、橋梁点検結果から算出した劣化機構

発生リスクの表示画面である。図－１２は、施工年代、使用環境および点検結果から算出した劣

化機構発生リスクをまとめた劣化診断結果表示画面である。図から、当該橋梁においては疲労に

よる損傷劣化のリスクが最も高いことがわかる。また、塩害、凍害にも注意する必要があると判

断できる。 

 

 

 

 

図－９ 施工年代に起因するリスク算出 



 

 

 

図－１０ 使用環境に起因するリスク算出 



 

 

  

各図から、本プログラムの計算画面は視覚的にわかり易いように工夫されていおり、直感的に

種々の劣化機構に対するリスクを確認することができる。本プログラムは、解析手法を含めて本

委員会オリジナルのものである。本プログラムは機能性、実用性、および使用性に優れており、

他の機関で開発されたもの比べ全く遜色のないレベルにある。 

 

図－１１ 点検にもとづくリスク算出 

図－１２ 劣化診断結果 



5.5.5.5.５５５５ 橋梁橋梁橋梁橋梁のののの中性化中性化中性化中性化およびおよびおよびおよび塩害塩害塩害塩害によるによるによるによる劣化劣化劣化劣化・・・・寿命予測寿命予測寿命予測寿命予測((((コンピュータプログラムコンピュータプログラムコンピュータプログラムコンピュータプログラム))))のののの開開開開発発発発    

 橋梁の余寿命推定は、合理的な維持管理を行なう上で、有用な判断材料となる。本委員会では、

既往の研究成果を参考にして、委員会オリジナルの塩害劣化に対する寿命予測手法および中性化

に対する寿命予測手法とこれらに対するコンピュータープログラムを開発した。図－１３が塩害

による寿命予測プログラム、そして図－１４は中性化による寿命予測プログラムの実行画面であ

る。各図から、予測結果として後何年後に鉄筋腐食が発生するかが示されており維持管理、補修・

補強を検討するうえで有用な参考資料となる。寿命予測法を開発するにあたっては、塩化物イオ

ンの評価法などに委員会オリジナルの考え方が導入されており、実用的価値に加えて学術的な意

義も大きい。    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１３ 塩害による劣化予測 

図－１４ 中性化による劣化予測 



5.5.5.5.６６６６ GISGISGISGIS によるによるによるによる維持管理維持管理維持管理維持管理システムシステムシステムシステムのののの開発開発開発開発    

    維持管理に GISを導入することにより、図－１５に示すように電子地図上で橋梁の位置を確認

しながら当該橋梁の諸元、点検記録、および補修・補強記録などを参照することができる。さら

に、健全度、対策優先度の確認、あるいは劣化機構と原因の解析、劣化寿命予測も即座に実施す

ることができ、効率的、かつ総合的な橋梁の維持管理を行なうことが可能となる。本委員会では、

図－１６に示すように、研究成果を組み込んだ岐阜県オリジナルの GIS 橋梁維持管理システム

(GIF/GIF/GIF/GIF/ＢＢＢＢ: GGGGifu I I I Infrastructure-ｍanagement ＦＦＦＦacilities for BBBBridge )を構築した。本システムは、

同種既存のシステムにくらべて多くの特徴を有しており、その実用的価値は高いと考える。    
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図－１５ 橋梁維持管理 GIS 

図－１６ 岐阜県橋梁維持管理システム(GIF/BGIF/BGIF/BGIF/B) 
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６６６６．．．．    まとめまとめまとめまとめ    

    本研究プロジェクトは、産・官・学が共同して実施したものである。産・官・学がそれぞれの

得意な分野を担当し知恵を出し合った結果、多くの先進的な研究成果を生み出すことができた。

その集大成が、岐阜県橋梁維持管理システム(GIF/BGIF/BGIF/BGIF/B)である。本システムの機能は、既存同種のシ

ステムを凌駕するほどで、地方自治体レベルでこのような成果を生み出したことは画期的で注目

に値すると考える。 

 今後は、本システムの維持管理・更新体制を整えるとともに、合理的運用機構を構築して広く

普及を図っていく必要がある。さらに、本システムが軸になり岐阜県の総合防災システムへと発

展していくことが期待される。    

 最後に、本研究プロジェクト遂行に当たり、岐阜県岐阜建設事務所、岐阜県古川建設事務所を

はじめとして岐阜県の各建設事務所に多くのご協力を頂いた。ここに記して謝意を表す。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


